
お知らせ
平成２３年１２月２７日
東 北 地 方 整 備 局

港湾について災害査定が完了。本格的な復旧を推進してまいります。

東日本大震災で東北地方の港湾施設は甚大な被災を受けたところですが、
今般、被災した港湾関係施設の全てについて災害査定が完了しました。
引き続き、現地の災害復旧事業を迅速に進め、各港の産業・物流復興プラン

に基づき精力的に復旧を推進してまいります。

主な災害復旧事業の状況は以下のとおりです。

○八戸港では、北防波堤の復旧により港湾機能を暫定的に回復させまし
た。引き続き、地元産業や物流の復興を支える港湾機能の回復に向け、
本格復旧を進めてまいります。

○仙台塩釜港では、コンテナターミナルの暫定再開により、来年1月22
日に北米航路が再開されることになりました。引き続き、港湾機能の
回復に向け、本格復旧を進めてまいります。

○釜石港、大船渡港では、湾口防波堤の復旧方針を確定し、本格的な復
旧に取りかかります。

〔参考資料〕

○ 資料－１ 東日本大震災における港湾関係の災害復旧規模

○ 資料－２ 東北地方の港湾施設の復旧状況について

○ 資料－３ 東北地方の港湾貨物の回復状況について
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【問い合わせ先】

国土交通省 東北地方整備局 港湾空港部 （電話 022-716-00１０）

港湾空港企画官 原田 卓三
港湾計画課長 中嶋 義全
港湾事業企画課長 藤田 隆
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